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報  告  書  

 

令和 6 年 1 月 18 日（木）から 1 月 19 日（金）まで 群馬県高崎市・

藤岡市の『都市計画道路の見直し・検討問題』に付いての視察研修のた

めに出張しましたが、その結果は下記（別紙）のとおりであります。 

                            令和 ６ 年 ２ 月 ８ 日 

粕屋町議会議長  小池 弘基 様  

委員会名   総務建設常任委員会  

                    議員氏名    川口   晃   

 

報告事項  群馬県高崎市・藤岡市の『都市計画道路の見直し・検討』について 

 

1. 群馬県は日本中を考えるとほぼ中心の位置にあるそうだ。鶴の形をし

ており関東ロ－ムの地質である。野菜や養蚕も昔から栄え、世界遺産の

富岡製糸工場は有名である。  

  高崎市は鉄道・高速道路網の結節点の役割をしており、古くは中山道

の宿場町として栄えた。人口は約 37 万人、面積は 460ｋ㎡で非常に大

きな市である。都市計画道路 132 路線の内、未着手が 42％である。こ

れの見直し・検討についての視察である。  

  藤岡市は高崎市より南側に位置し、埼玉県と堺を接している。人口は

約 62,000 人、面積は 180ｋ㎡であり、粕屋町より少し大きい市である。

藤岡市は都市計画道路が 23 路線がありその内 2 路線を廃止した。参考

になる事を期待し、視察した。  

① 期日、②目的、③場所、④感じたこと、⑤今後の議会運営への活用について、⑥その他㎡ 

1. 総務建設常任委員会行政視察の日程[令和 6 年（2024 年）1 月 18～19 日] 
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2. 『高崎市』についての視察  

1） 高崎市（群馬県）の概要  

 

高崎市は「群馬県の中西部、日本列島

の中ではほぼ中央に位置している」と表

現されている。市域の南東部は都市化が

進む中心市街地があり、交通網は上越新

幹線・北陸新幹線の鉄道、上信越・関越・

北関東・の高速自動車道などの高速交通

網が集中する交通の要衝である 

高崎市の西部には、亜鉛の鉱山があっ

た安中市や世界遺産に登録された国立

製糸工場があった富岡市がある。古くか

ら産業道路が行き交う交通の要衝であ

ったことは伺える。 

令和 5 年 4 月 1 日付けの人口は

368,100 人、世帯数は約 17 万世帯、面積は 460ｋ㎡であり、わが町の人口で約

7.5倍、面積で約 32.6倍である。 

比較するには余りにも大きくて、想像しにくい視察にはなるだろう。 

2） 開会挨拶等 

   



 3 

   予定の時間、午後１時 30 分より少し前に到着した。高崎市議会の時田裕之議

長の歓迎挨拶がされ、粕屋町の末若総務建設常任委員長が受け入れ感謝の挨拶

があった。都市計画課の笠原課長が概略説明し、詳細は計画担当の林課長補佐が

説明された。 

  

     （時田議長の歓迎挨拶）     （受け入れ感謝の挨拶 末若委員長） 

 

   

 3） 『高崎市の都市計画道路の見直し』 

 

  ① 『都市計画道路をどのように見直すのか』   

    群馬県には平成 29 年 3 月に制定された『都市計画ガイドライン（都市計 

画道路の見直し編）』がある。高崎市もそうだが、都市計画道路の見直しは県 

の肝いりで進められている感じを受けた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

           

                 （説明をしてある林 宏信 課長補佐） 

 

 高崎市は数度の広域合併をしており、6 支所（倉淵・箕郷・群馬・新町・ 
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榛名・吉井）が存在する。元々の町村が都市計画道路を計画していたので、

それらが合算されて、現在

は 132 の都市計画道路が決

定されている。 

 実際の見直しをどうする

のかでは運用指針が作られ

ており、『必要性の検討』が

最大の問題であろう。 

最大の要因は計画した時

の状況と現在の状況との乖

離であろう。人口減少と産

業構造の変化が著しい地域

の計画道路は、数十年も塩

漬けになったものもあろう。地権者には非常な迷惑を、結果として掛けてい

る事になっている。 

 説明者は、この点を強調し、『見直し』の必要性を熱意を込めて語られた。 

 

具体的な手順としては、群馬県の「都市計画ガイドライン」を参考にして

高崎市独自の『都市計画道路見直し方針策定の流れを』に基づいて、強力に

進めていく予定だそうだ。 

以下が『流れ図』だ。これに基づいて具体的な計画が練られていく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 現在の高崎市の『都市計画道路の整備・未整備状況』 
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平成 15 年度に企画政 

 

 

 

上の図が高崎市の都市計画道路 132 路線の整備・未整備状況図である。整 

備路線は全体の 58％、未整備は 42％（赤い路線）である。未整備路線は市 

中心部には少なく、周辺部に集中している。 

 都市計画道路の決定から何十年も経過していても未だ整備が進まず、建築 

制限が貸された状態が続いている。一方では小子化と高齢化が周辺部では進 

行しており、計画時と現在では社会情勢も大きく変化し、求められる道路の 

機能も変化をしているものと推察される。 

 中心部では未着手の赤い路線を 1 本整備する事により、他の路線の代替が 

可能となる事も起こり得るとは思えないだろうか。私はそう感じてしまう。 
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③ 『高崎市が示している具体的な手順』 

  具体的な進め方が計画され、スケジュ－ルが作成されている。132 路線の

未着手の部分が 42％もあるが、それらに関する検討が以下の手順で「見直さ

れ」ていく事になる。 

 

 

 

 

 

 

  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

道路計画の時の歴史性や現在との関わり等の検討をどのようにすり合わせ

ていくのか。上図の第 3 番と第 4 番は『必要性カルテ・実現性カルテ』だが、

この点が、住民との刷り合わせが一番必要なのではないだろうか。点数化し

て「低いか高いかの評価」が如何にして作られるのか。十分な検討が要るの

ではないかと『糸島市の見直し』の説明を聞いた時から胸につかえている。 

第 6 番の「道路ネットワ－クの検証」は具体的なシュミレ－ションを作り、

ケ－ススタディ―を繰り返す事になるのだろうが。藤岡市では質問したのだ

が、「どの範囲を取り込んでの検証」なのか等突っ込んだ質問をしとけば良か

ったと反省している。次の機会があれば生かすべき課題である。 
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④ 『見直し対象路線（赤線路線）』・・・・存続・変更・廃止 

  高崎市においては図の赤い線の路線を見直し路線と決定し、具体的な判断

をしていくだろう。県の後押しもあるだろうから、大胆な削除が出されてく

るのではないかと想像できる。道路を作るには地権者の同意、周辺地域の住

民の同意、社会状況、交通状況等高度の判断が必要とされる。 

  私個人としては、広域に渡って道路事情が変わっていくのかなど、地元の

交通渋滞とも考え合わせてみると、高崎市の取り組みは未着手の路線が多い

だけに、非常に興味が沸いてくる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ 総じての感想 

 

  高崎市は粕屋町よりも遥かに大きな市である。それだけに、考え方も大き

く考えていく事になるのだろうが。それにしても都市計画道路が何故 132 路

線という多さになったのだろうか。 

  これからの検証の中で、廃止決定の路線の地域住民はどのような行動をし

ていくのだろうか。説明者も今後の問題のように言っておられたように感じ

た。丁寧な説明が必要であることは絶対条件であろう。 
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3． 藤岡市（群馬県）視察について 

 1） 藤岡市（群馬県）の概要 

                    藤岡市の総面積は約 180ｋ㎡で粕屋町

の約 1.3 倍でほぼ同等。人口は平成 12

年をピ－クに年々減少し、令和 6 年 1 月

1 日現在 62,261 人（世帯数約 28,000 世

帯）となっており人口でも粕屋町より若

干多い町です。群馬県の南西部にあって、

北部には、高崎市があり、西部にはネギ

で有名な下仁田町があります。南部は埼

玉県と接しており、東京方面からの「群

馬の玄関口」と言われています。南部に

は首都圏の水がめと言われる「下久保ダ

ム」を有し、優れた広域交通利便性と豊

な自然を合わせ持つ都市と評価されて

います。 

 

 

 2）  開会挨拶等 

   余りも早く藤岡市役所に到着しましたが、職員の方が快く応対して頂き、早 

めに開会できました。 

 藤岡市の経済建設常任委員会副委員長の中山 晴美氏が歓迎の挨拶をされ、 

粕屋町は末若総務建設委員長が挨拶をされました。 

      

              

   

 

 

 

 

 

 

 

 

   （中山副委員長の歓迎の挨拶）    （末若委員長の受け入れ感謝の挨拶） 
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 3）  藤岡市の都市計画道路見直しの経過と現状 

    藤岡市は見直し前は都市計画道路は 23 路線あった。その内、下記表の濃い

灰色の線を検討対象にした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    この内、小林緑町線と浅間北原線を廃止し下記表の 21 路線とした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

下図  廃止した 2 路線（青い線の 2 路線） 

      赤い太線は一部廃止候補にした 
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   残りの 21 路線表は以下のようになる。 

 

4）  廃止対象路線の絞込み 

 

   藤岡市は、最初の段階はかなり多い路線を検討対象にし、下表のような 3

項目の検討を課題を作成し、絞り込んで行ったとの説明であった。 

いずれにしても、「実行していく」という強い意思を持って取り組まれたと

いう感触は強く感じた。     

検討した路線の数が多

いのは、最終段階でシュ

ミレ－ションを行う時の

関連道路の選択にも、非

常に有益な思考方法とな

るだろう事は推察出来る。 

成る程と参考になった。 

 5）  総じて 

    第 1・2 段階の
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定量的・定性的検証、第 3 段階のその評価の上に存続・変更・歯意思の検

討、第 4 段階の廃止・変更後の将来の道路網に与える影響を考慮していく

事は手順としては当たり前の事ではあろうが、一つ一つ真摯に検討してい

く事が最終的な判断を手際よく決定出来ることに繋がる事が、説明により

良く理解できた。 

    私の疑問は「シュミレ－ションの妥当性」の問題でした。どのような条

件を与え、どの範囲の道路までの影響を考慮していくのか。係数をどのよ

うに取っていくのか等の疑問があったが、答弁では該当する会社は「パス

コ」とか数社に限られ、首都圏の会社だそうで、そういう会社に委託する

のが常道のようである。 

    信頼する以外にはないという事だろう。 

 

    都市計画道路の見直しで、3 自治体を視察したが、わが町も同様だが、

長い年月、手を付けられず放置された都市計画道路が如何に多いかを痛切

に感じた。路線を引かれた住民の苛立ちもよく理解できる。問題は財源だ

が、矢張り、国の大きな援助の必要性を強く感じる。   


